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２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
か
ら

第
９
期
計
画
に

　
介
護
保
険
の
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
地
方
自
治
体
（
市

町
村
と
都
道
府
県
）
が
３
年
間
を
１
期
と
し
て
策
定

す
る
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
（
※
１
）
は
、

現
在
は
第
８
期
計
画
（
２
０
２
１
（
令
和
３
）
～

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
）
の
期
中
に
あ
る
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
か
ら
の
第
９
期
計
画
の

策
定
に
向
け
、
策
定
前
に
国
か
ら
示
す
基
本
指
針
の

見
直
し
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
は
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
２
月

27
日
の
会
合
で
、
基
本
指
針
（
案
）
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
合
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
同

年
７
月
10
日
の
会
合
で
修
正
を
加
え
た
案
を
公
表
し

て
い
る
。

　
第
９
期
計
画
の
期
中
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
全
員

75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

　社会保障審議会介護保険部会では、2024（令和６）年4月からスター
トする第９期介護保険事業（支援）計画の作成に向け、基本指針の見直し
について審議してきましたが、７月10日の会合で座長一任でとりまとめ
が行われました。見直しのポイントは、①介護サービス基盤の計画的な整備、
②地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取り組み、③地域包括ケア
システムを支える介護人材確保および介護現場の生産性向上となっていま
す。基本指針（案）の内容をみていきます。

え
る
２
０
４
０（
令
和
22
）年
を
見
通
す
と
、85
歳
以

上
人
口
が
急
増
し
、
医
療
・
介
護
双
方
の
ニ
ー
ズ
を

有
す
る
高
齢
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
要

介
護
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
が

急
減
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都

市
部
と
地
方
で
高
齢
化
の
進
み
方
が
大
き
く
異
な
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
中
長
期
的
な
地
域
の
人
口

動
態
や
介
護
ニ
ー
ズ
の
見
込
み
等
を
踏
ま
え
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
今
回
の
基
本
指
針
（
案
）
で

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
・
推
進
や
介
護
人
材
の
確
保
、
介
護
現
場

の
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
や

目
標
を
、
優
先
順
位
を
検
討
し
た
う
え
で
、
介
護
保

険
事
業
（
支
援
）
計
画
に
定
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
に
は
、
第
８
期
計
画
に
お
け
る
目
標

の
達
成
状
況
の
点
検
・
評
価
、
実
態
把
握
の
た
め
の

各
種
調
査
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
等
）
の
結
果
の
分
析
、
地

域
包
括
「
見
え
る
化
」
シ
ス
テ
ム
（
※
２
）
に
よ
る

地
域
分
析
等
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
第
９
期
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
期

計
画
の
進
捗
管
理
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
に
お
い

て
把
握
さ
れ
た
地
域
の
課
題
や
解
決
方
法
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
実
態
把
握
の
調
査
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
を
関
係
者
と
議
論
し
、

認
識
を
共
有
し
な
が
ら
考
察
し
、
第
９
期
計
画
に
反

映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

基
本
指
針
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

　
基
本
指
針
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
（
案
）
は
、
次

※１…市町村が策定する「市町村介護保険事業計画」（介護保険法第117条）と都道府県が策定する「都道府県介護保険事業支援計画」（介護保険法第118条）
がある。

第9期介護保険事業計画の
基本指針（案）について
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な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
や
通
所
系
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
組
み
あ
わ
せ
て
提
供
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

の
類
型
の
新
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

療
養
病
床
に
係
る

総
量
規
制
の
適
用
除
外
は
終
了

　
第
８
期
計
画
の
基
本
指
針
で
は
、医
療
療
養
病
床
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
介
護
保
険
施
設
等
に
転
換

す
る
場
合
、
老
人
保
健
施
設
（
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
７
月
１
日
か
ら
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度

末
ま
で
に
介
護
療
養
型
医
療
施
設
ま
た
は
医
療
療
養

病
床
か
ら
転
換
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
、「
介
護

療
養
型
老
人
保
健
施
設
」）
が
介
護
医
療
院
に
転
換

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、当
該
転
換
に
伴
う
入
所（
利

用
）
定
員
の
増
加
分
は
、
必
要
入
所
（
利
用
）
定
員

総
数
に
含
ま
な
い
と
す
る
総
量
規
制
の
適
用
除
外
の

取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
総
量
規
制
の
適
用
除

外
の
取
扱
い
は
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
存
置
期

限
が
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、第
９
期
計
画
の
基
本
指
針
（
案
）

で
は
継
続
さ
れ
な
い
。

　
一
方
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
病
床
機
能
の

分
化
・
連
携
に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
第
９
期
計
画
で
も
引
き
続
き
、
医
療
療

養
病
床
か
ら
介
護
保
険
施
設
等
へ
の
移
行
が
見
込
ま

れ
る
。
こ
の
た
め
、
第
９
期
分
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

量
の
見
込
み
・
必
要
入
所
（
利
用
）
定
員
総
数
を
定

め
る
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
体
に
は
、

●�

転
換
意
向
調
査
に
基
づ
き
、
医
療
療
養
病
床
を
有

す
る
医
療
機
関
か
ら
介
護
保
険
施
設
等
へ
の
移
行

の
意
向
を
把
握
し
、
第
９
期
に
お
け
る
移
行
の
見

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
計
画
的
な
整
備

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

◦�
中
長
期
的
な
地
域
の
人
口
動
態
や
介
護
ニ
ー
ズ
の

見
込
み
等
を
適
切
に
捉
え
て
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

種
別
の
変
更
な
ど
既
存
施
設
・
事
業
所
の
あ
り
方

も
含
め
検
討
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
基
盤
を
計
画
的
に
確
保
し
て
い
く
必
要

◦�

医
療
・
介
護
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
高
齢
者
の

増
加
を
踏
ま
え
、
医
療
・
介
護
を
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
、
医
療
・
介
護
の

連
携
強
化
が
重
要

◦�

中
長
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
見
込
み
を
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
を
含
め
、
地
域
の
関
係
者
と
共
有

し
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
の
あ
り
方
を
議
論
す

る
こ
と
が
重
要

②�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◦�

居
宅
要
介
護
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
な
ど
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

普
及

◦�

居
宅
要
介
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
複
合
的
な
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

◦�

居
宅
要
介
護
者
を
支
え
る
た
め
の
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
や
介
護
老
人
保
健
施
設
に
よ
る

在
宅
療
養
支
援
の
充
実

２
．�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
向

け
た
取
組

①
地
域
共
生
社
会
の
実
現

◦�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
中
核
的
な
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
で

あ
り
、
制
度
・
分
野
の
枠
や
「
支
え
る
側
」「
支

え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住

民
や
多
様
な
主
体
に
よ
る
介
護
予
防
や
日
常
生
活

支
援
の
取
組
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
総
合
事
業

の
充
実
を
推
進

◦�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
負
担
軽
減
と
質

の
確
保
、
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
い
て
属
性
や
世
代
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
相
談
支
援
等
を
担
う
こ
と
も
期

待
◦�

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
よ

り
、
認
知
症
へ
の
社
会
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

重
要

②�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
介
護
事
業
所
間
、
医

療
・
介
護
間
で
の
連
携
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

医
療
・
介
護
情
報
基
盤
を
整
備

③
保
険
者
機
能
の
強
化

◦�
給
付
適
正
化
事
業
の
取
組
の
重
点
化
・
内
容
の
充

実
・
見
え
る
化

３
．�
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
介
護
人
材

確
保
及
び
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上

◦�

介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
処
遇
の
改
善
、
人

材
育
成
へ
の
支
援
、
職
場
環
境
の
改
善
に
よ
る
離

職
防
止
、
外
国
人
材
の
受
入
環
境
整
備
な
ど
の
取

組
を
総
合
的
に
実
施

◦�

都
道
府
県
主
導
の
下
で
生
産
性
向
上
に
資
す
る

様
々
な
支
援
・
施
策
を
総
合
的
に
推
進
。
介
護
の

経
営
の
協
働
化
・
大
規
模
化
に
よ
り
、
人
材
や
資

源
を
有
効
に
活
用

◦�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
財
務
状
況
等
の
見
え
る

化
を
推
進

　
な
お
、
１
．
の
②
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
複
合
的

※2…都道府県・市町村における介護保険事業（支援）計画等の策定・実行を総合的に支援するための情報システム。介護保険に関
連する情報をはじめ、地域包括ケアシステムの構築に関するさまざまな情報が一元化されており、グラフ等を用いた見やすい
かたちで提供している。一部の機能を除いて誰でも利用可。https://mieruka.mhlw.go.jp/ WAMー2023.9 ●23 ●WAMー2023.9
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地
域
住
民
に
寄
り
添
う

医
療
を
提
供

　
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
に
あ
る
医
療

法
人
社
団
並
木
会
渡
邉
医
院
は
、「
医

療
を
中
心
に
、
地
域
の
活
性
化
と
北
海

道
の
発
展
を
志
す
」
と
い
う
経
営
方
針

の
も
と
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
う
医
療

を
提
供
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
同
院
が
立
地
す
る
安
平
町
は
、
新
千

歳
空
港
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
場
所
に

位
置
し
、
人
口
７
３
４
０
人
、
高
齢
化

率
36
・
9
％
（
令
和
2
年
現
在
）
と
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
た
地

域
。
追
分
地
区
、
早
来
地
区
、
遠
浅
地

区
、
安
平
地
区
の
4
つ
の
地
区
に
分
か

れ
、
医
療
機
関
が
あ
る
の
は
、
追
分
地

区
に
診
療
所
1
カ
所
と
、
早
来
地
区
の

渡
邉
医
院
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
病
床

を
有
す
る
最
寄
り
の
医
療
機
関

は
、
隣
接
す
る
苫
小
牧
市
の
病
院

と
な
り
車
で
40
～
50
分
ほ
ど
の
距

離
が
あ
る
。

　
同
院
は
、
高
齢
過
疎
化
が
進
み
、

医
療
資
源
が
乏
し
い
地
域
の
な
か

で
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
専
門
領
域
に
と
ら
わ
れ
な

い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
診
療
」

を
実
践
し
て
い
る
。

　
理
事
長
・
院
長
の
渡
邉
覚
文
氏

は
、
防
衛
医
科
大
学
校
を
卒
業
後
、

医
師
免
許
を
取
得
し
て
陸
上
自
衛

隊
医
官
と
し
て
防
衛
医
大
、
自
衛

隊
中
央
病
院
に
勤
務
。
そ
の
後
、

イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
の
参
加
、
新

東
京
病
院
の
勤
務
を
経
て
、
平
成

20
年
4
月
に
北
海
道
の
え
り
も
町

国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
へ
き
地

医
療
に
従
事
。
平
成
27
年
9
月
に

安
平
町
に
あ
っ
た
診
療
所
を
継
承

し
、
渡
邉
医
院
を
開
院
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
へ
き
地
医
療
に
従
事
し
た
経
緯
に
つ

い
て
、渡
邉
院
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
私
は
埼
玉
県
の
出
身
で
、
外
科
の

専
門
医
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
研
修
後

の
勤
務
先
が
帯
広
市
の
病
院
で
地
域
住

民
に
大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
経

験
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
へ
き

地
医
療
に
興
味
が
あ
り
、
い
つ
か
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

え
り
も
町
の
診
療
所
で
医
師
を
募
集
し

て
い
る
こ
と
知
り
、
外
科
担
当
と
し
て

勤
務
し
ま
し
た
。
え
り
も
町
は
、
周
囲

に
病
院
が
な
く
、
専
門
診
療
科
に
と
ら

わ
れ
ず
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
重
ね
、
診

療
と
と
も
に
予
防
医
療
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
症
状
の
軽
減
や
患
者
の
減

少
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
の
集

大
成
と
し
て
、
医
療
資
源
が
乏
し
い
安

過疎地域の
医療を守る診療所

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基
盤の整備を支援するため、有利な条件で
の融資を行っています。今回は、その融
資制度を利用された北海道勇払郡安平町
にある渡邉医院を取りあげます。同院は、
高齢過疎化や医療資源が乏しい地域のな
か、専門領域にとらわれない総合診療と
予防医療を実践しています。その取り組
みについて取材しました。

— 北海道勇払郡安平町・医療法人社団並木会 渡邉医院 —
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施設の概要施設の概要

〒 059−1501
北海道勇払郡安平町早来大町 116−4
  TEL   0145−22−2250　
  FAX   0145−22−3198
  URL   https://namikikai.net/

開　　院：平成 27 年 9 月
理事長／院長：渡邉　覚文
診 療 科：内科、外科、小児科、皮膚科
法人施設：日高富川ファミリークリニック

医療法人社団並木会  渡邉医院
　　　　　　　 　　　　

oka
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